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神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）
昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可（ ）
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（ 2）第1866号付録2012年8月25日

―在宅医療に力を入れることとなったきっかけは？
「研修医のとき、研修プログラムの中で、3カ月ぐらいの間、診療所から
往診を行っていました。そのときに、患者さんとの触れあいのなかでいつ
かは在宅医療に従事したいとの気持ちが強くなりました。そういった意味
では研修医時代の経験は私にとって非常に大きかったと思います」

往診バック
中身拝見

　　内科編

突撃！ ～これが私の診療です～「希望によりそう医療」をモットーに、毎日7、8件の訪問診療を行う田村　「希望によりそう医療」をモットーに、毎日7、8件の訪問診療を行う田村先先
生。「患者さんとのコミュニケーションが大切。きちんと説明をしたうえで本生。「患者さんとのコミュニケーションが大切。きちんと説明をしたうえで本当当
の意味で希望に寄り添わなければならない」と話す。今回、往診道具を拝見の意味で希望に寄り添わなければならない」と話す。今回、往診道具を拝見ささ
せていただくとともに在宅医療についてお話を伺ったせていただくとともに在宅医療についてお話を伺った。。

―苦労する点とやりがいを教えてください
「苦労する点としては老老介護の患者さんに薬の説明をしてもうまく
伝わらなかったりするところでしょうか。そんなときにケアマネさんや
訪問看護師との連携が非常に大切になってきます。また、患者さんと長
い付き合いになってくると患者さんのご家族を含めて生活全般を診て
いくことができます。“ご家族とともにつくりあげていく”ことを実感
できることが嬉しいですね」

―今後の意気込みを教えてください
「小さい診療所でひとりでやっています。まわりの先生方、ケア
マネさんと連携・協力して、より充実した在宅医療を行いたいで
すね」 .......................................... （聞き手：O）

第2回

川
崎
こ
ど
も
連
絡
会
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神
奈
川
臨
調
の
議
論
に
ク
ギ
ををををををををををををををををををををををををををををををををを

自
民
党
市
議
団
と
懇
談

田
村

義

田
村
　
義
民民
先
生
先
生

　
  信
愛
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ

信
愛
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
クク
（（
中
原
区
）

中
原
区
）

　
  北
里
大
学
卒

北
里
大
学
卒
業業

（
写
真
上
）ポ
ー
タ
ブ
ル
心
電
図
計

（
写
真
左
）喀
痰
吸
引
器

「その他必要なものはすべて車に入れて持っ
ていきます。中にはこれまで一度も使ったこ
とがないものもいくつもあります（笑）」

ＯＰＥＮ

反対側のポケット

腐
、
さ
っ
ぱ
り
酢
の
物
、
大
皿

で
枝
豆
、
イ
カ
揚
げ
、
一
人
一

人
に
揚
げ
立
て
の
て
ん
ぷ
ら
盛

り
合
わ
せ
（
エ
ビ
、
キ
ス
、
野

菜
な
ど
）。実
は
ア
ジ
が
美
味
し

か
っ
た
の
だ
が
今
回
は
品
切
れ

で
残
念
、
な
ぜ
か
サ
ッ
パ
リ
食

べ
ら
れ
る
豚
の
角
煮
、
新
鮮
な

刺
身
（
鮪
、
鰤
、
鯛
）、
脂
の

の
っ
た
ア
ツ
ア
ツ
の
鯖
の
塩
焼

き
、
サ
ラ
リ
と
冷
た
い
冷
麺
で

し
め
、
デ
ザ
ー
ト
の
ア
イ
ス
を

頂
く
。
程
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

次
の
料
理
が
出
て
く
る
こ
と
も

嬉
し
い
。

　
あ
れ
こ
れ
　
品
と
飲
み
放

１０

題
、
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
５
千

円
と
は
満
足
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
た
ま
に
は
被
災
地
岩
手
を
応

援
す
る
こ
ん
な
お
店
で
美
味
し

い
お
酒
と
と
も
に
語
り
合
う
の

も
い
い
の
で
は
。
私
も
機
会
あ

れ
ば
利
用
し
た
い
憩
い
の
場
所

と
な
り
そ
う
で
す
。

（
中
原
区
・
二
村
　
哲
）

で
集
ま
り
ま
し
た
。

　
座
敷
の
個
室
も
あ
り
、
ゆ
っ

く
り
落
ち
着
い
て
話
せ
る
と
こ

会
で
も
使
う
よ
う
に
な
り
、
今

回
も
納
涼
会
を
兼
ね
た
幹
事
会

で
舌
鼓
を
打
と
う
と
い
う
こ
と

地
で
も
あ
る
陸
前
高
田
の
酒
や

醤
油
も
使
っ
て
い
る
と
い
う
。

き
っ
と
東
北
人
に
と
っ
て
は
田

舎
に
帰
っ
た
よ
う
に
味
わ
え
る

逸
品
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
お
店
は
川
崎

支
部
の
稲
木
建
郎
先
生
の
お
気

に
入
り
と
の
こ
と
で
、
支
部
の

　
郷
土
料
理
供
で
く
の
ぼ
う
僑

は
武
蔵
小
杉
駅
近
く
に
あ
る
和

食
の
お
店
で
す
。

　
店
長
は
岩
手
出
身
と
の
こ
と

で
宮
沢
賢
治
が
お
好
き
で
、
岩

手
の
三
陸
と
山
の
幸
を
み
な
さ

ん
に
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
の
思

い
で
　
年
前
に
こ
の
お
店
を
始

１２

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
店
長
の
熱
い
思
い
と
優
し
い

気
配
り
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
だ

わ
り
の
味
。

　
仕
入
れ
も
岩
手
に
こ
だ
わ
っ

て
お
り
、
昨
年
の
震
災
の
被
災

私私
のの
隠隠
れれ
家家

郷
土
料
理
供
で
く
の
ぼ
う
僑

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
す
が
美
食
家
？
の

稲
木
先
生
太
鼓
判
の
お

店
、
出
さ
れ
る
料
理
の

細
部
に
気
の
利
い
た
工

夫
も
あ
り
、
出
来
立
て

の
料
理
に
美
味
し
い
お

酒
、
会
話
も
弾
み
楽
し

い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
乾

杯
し
た
と
こ
ろ
で
前
菜

か
ら
始
ま
り
、
な
め
こ

と
冷
た
い
な
め
ら
か
豆

料理の一例。一人5,000円
のコースで、この他枝豆や
イカ揚げが付く（飲み放題
付）

郷土料理　でくのぼう
　川崎市中原区小杉町3-445

　雑044-733-4880
（営業時間等はお問合せください）

の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
た
場
合

で
も
、
市
と
し
て
は
制
度
発
足

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
○乳 
を
存
続

す
る
よ
う
訴
え
た
。
杉
山
県
議

は
「
県
議
会
で
は
党
と
し
て
も

『
い
き
な
り
全
廃
は
乱
暴
』
と

意
見
を
述
べ
て
い
る
」と
し
た
。

ま
た
市
議
団
側
か
ら
、「
仮
に
市

単
独
で
○乳 
を
存
続
す
る
と
な
れ

ば
財
政
負
担
が
大
き
く
な
る

分
、
一
部
市
民
が
持
つ
供
コ
ン

ビ
ニ
受
診
僑
へ
の
疑
念
の
払
拭

が
必
要
」と
の
意
見
も
出
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
連
絡
会
は
「
母
親

向
け
学
習
会
を
行
い
、
小
児
科

へ
の
適
正
な
か
か
り
方
の
普
及

に
努
め
て
い
る
」
と
医
療
者
と

し
て
の
患
者
教
育
の
実
績
を
ア

ピ
ー
ル
。
行
政
と
し
て
の
患
者

教
育
が
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
こ

と
が
必
要
と
し
た
。

市
が
先
鞭
つ
け
た

○乳 
存
続
を

　
神
奈
川
県
緊
急
財
政
対
策
本

部
・
調
査
会
（
神
奈
川
臨
調
）

が
、「
市
町
村
・
団
体
補
助
金
の

廃
止
」
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に

つ
い
て
連
絡
会
は
「
○乳 
は
県
内

で
川
崎
市
が
先
駆
け
て
創
設

し
、
そ
れ
を
追
う
形
で
県
か
ら

市
町
村
へ
の
補
助
事
業
が
始

ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
」
と
し
、

臨
調
の
乱
暴
な
議
論
に
市
と
し

て
ク
ギ
を
刺
す
こ
と
、
仮
に
県

た
。浅
野
団
長
か
ら
は
、隣
接
す

る
東
京
　
区（
中
学
校
卒
業
ま

２３

で
所
得
制
限
な
し
で
無
料
）と

の
格
差
か
ら
、「
子
育
て
世
帯
の

人
口
流
出
が
高
い
傾
向
は
デ
ー

タ
上
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
」と
問
題
意
識
が
示
さ
れ
た
。

政
令
市
の
　
％
が
学
童
期
ま
で

５５

対
象
年
齢
を
広
げ
て
い
る
こ

と
、
小
学
校
期
の
虫
歯
の
罹
患

率
は
６
割
に
上
る
こ
と
、
増
加

す
る
発
達
障
害
は
繰
り
返
し
の

受
診
を
要
す
る
―
等
に
触
れ
、

年
齢
拡
大
の
必
要
性
を
訴
え

　
懇
談
で
は
冒
頭
連
絡
会
か

ら
、
①
○乳 
の
対
象
年
齢
を
中
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
、

②
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ

と
、
③
一
部
負
担
金
を
導
入
せ

ず
、
無
料
を
堅
持
す
る
こ
と
―

の
３
点
を
要
望
。県
下
で
８
割
、

　
川
崎
市
こ
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
連
絡
会
（
代
表
　
菊
地
弘

毅
協
会
川
崎
支
部
長
。
以
下
「
連
絡
会
」）
は
７
月
　
日
、
自
民
党
川
崎

１９

市
議
団
と
小
児
医
療
費
助
成
制
度
「
以
下
○乳 
」
の
拡
充
を
テ
ー
マ
に
市
政

ヒ
ア
リ
ン
グ
。
協
会
か
ら
は
稲
木
理
事
、
事
務
局
員
が
参
加
、
市
議
団
側

は
、
浅
野
文
直
団
長
他
９
名
の
市
議
と
、
杉
山
信
雄
神
奈
川
県
議
、
衆
議

院
議
員
田
中
和
徳
氏
ら
　
名
が
対
応
し
た
。

１２

：


